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令和 7 年 8 月 27 日  坂井市総合政策部 

情報統計課ＤＸ推進室 

  

 

 

 
報 道 発 表 

 

～職員の「めんどくさい！」が市役所を変える～ 

１ 概要 

坂井市では「坂井市ＤＸ推進ポリシー」に基づき、職員一人ひとりが当事者意識を持ち、業務改

善や効率化に取り組むことを目指しています。 

その第一歩として、日常業務で「めんどくさい！」と感じる作業や決まり事をみんなで共有し、

改善策を考えるワークショップ「めんどくさいワングランプリ」 を開催します。 

この取組を通じて、職員の“気づく力”と“考える力”を磨き、ＤＸを支えるデジタル人材の育

成につなげます。 

 

２ 開催日時 

令和 7年 9月 1日（月）13時 30分～16時 30分 

 

３ 当日の流れ 

（1）アイスブレイク （30分） 

（2）個人ワーク （5分） 

（3）チーム内共有 （30分） 

（4）改善策検討 （35分） 

（5）ワールドカフェ （30分） 

（6）発表  （25分） 

 

４ 会場 

  坂井市役所多目的棟 1F 交流ホール （坂井市坂井町下新庄 1-1） 

 

５ 研修参加者  

坂井市職員約 16名 

  

＜本件担当＞ 

ＤＸ推進室 岩本・龍田 

ＴＥＬ：0776-50-3019 

「めんどくさいワングランプリ」とは 

日々の業務で感じている「これってめんどくさい。なんとかしたい。」を言語化して吐き出し、

共有し、仕分けし、改善のアイデアをワークショップ形式でチームで考える取組です。 

大阪府枚方市からはじまり、全国の自治体に広がっている業務改善手法のひとつです。 

 


